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It is difficult for teachers in school to employ theoretical knowledge and to exchange practical knowledge with other 
teachers. The purpose of this study is to build an information system for sharing both of theoretical and practical knowledge 
for instructional design on a common ground. This paper reports the authors’ practical  study for the employment of 
OMNIBUS ontology and the authoring system SMARTIES that the authors have developed. From the results of the 
experimental use of them with actual teachers, we discuss the contributions for designing lessons and the requirements for 
management of practical knowledge generated by teachers. 

 
具体的には，都中社研から研究のために行った授業の学習

指導案の提供を受け，その背後にある授業の構想（本稿では

「授業デザイン」とよぶ）を筆者らが推定してモデル化したものを

使って，授業デザインの分析や改善案の考察，そしてモデル化

の有用性に関して都中社研のメンバーと議論してきた．これま

で 6 個の学習指導案の提供があり，そのうち 4 個の学習指導案

についてモデル化し，作成者や都中社研の他の教師と議論を

行った．本稿では，そこから得られた授業デザインの作成支援

と経験的知識の抽出に関する知見を事例を用いて紹介する． 

1. はじめに 
教育の分野では，学習や教授に関する理論（学習・教授理

論）が構築されると同時に，実践現場でも教師がグループを形

成して相互観察や議論を通じた知識共有を行う「授業研究」と

いう取り組みが行われている[秋田 2008]．しかし，他の多くの分

野と同様に理論と実践の連携がうまくなされているとは言えず，

現場の教師の多くは自らの経験のみに基づいて教育を行って

いるという調査の結果もある[Nunes 2007]． 
本研究では，大きな目標として理論と実践をつなぐ情報シス

テムの構築を目指し，OMNIBUS オントロジーに基づく学習・教

授理論の構造化と，理論アウェアかつ標準化に準拠したオーサ

リングシステム SMARTIES の開発を進めてきた[林 2009a]．本

稿で報告するのは，これらの成果を実践とリンクさせるための試

みである．OMNIBUS と SMARTIES を現場の教師による理論

的知識の活用や彼らの実践的知識の共有のための基盤として

運用するため，現場の教師の利用を通じた実証的な研究を進

めている． 

2. 授業デザインのモデル化 

2.1 学習・教授シナリオモデル 
ここでは OMNIBUS オントロジー構築の基本方針だけ述べる

に留め，その全体像は[林 2009a]を参照されたい．また，学習・

教授シナリオモデルの構成は 2.2 節で具体例を使って説明す

る．OMNIBUS オントロジーでは，学習・教授プロセスのモデル

化の核として学習・教授イベントと方式という二つの概念を定義

している．この定義の基本方針は以下のものである[溝口 2010]． 本研究でこれまで提案してきたのは，学習支援や教授に関

する知識を共有するための基礎技術として位置づけられる．こ

れを実際に現場で活用できるようにするには，現場のニーズを

分析し，そのニーズと技術を適切に結びつける必要がある．こ

のため，筆者らは東京都中学校社会科教育研究会（都中社研）

の協力を得て，現場の教師と交流しながら研究を進めている．

都中社研は，東京都の研究指定校の教師や教育委員会の研

究員など，一般の教師よりも授業研究に関する関心が高く，学

習指導案作成の経験が豊富な教師によって構成されている．そ

して，全国組織（全国中学校社会科教育研究会，全中社研）に

おける年に一度の全国大会や関東地方の大会，東京都の成果

報告会などで多くの研究の成果を発表している．このような教師

コミュニティの活動の中に OMNIBUS と SMARTIES を持ち込

むことで，どのような影響があるか，そして，その効果を高めるた

めにどのように技術を導入すれば良いかを実地で検証を進め

ている． 

• 「学習」というものを学習者の状態変化として捉える 
• 「学習・教授」を「達成したい状態(what)」と「どのように達

成するか(how)」に分離して体系化する 
• What の how による分解の繰り返しによって，学習・教授

プロセスとその原理を整理する． 
この基本方針によって，学習・教授プロセスをその設計原理と

合わせて，学習目標とする学習者の状態の階層構造として記

述することと，行動主義・認知主義・構成主義・社会的構成主義

といった学習・教授に関する研究分野でのパラダイムに関わら

ず，様々な学習・教授方法を方式として整理することを実現した．

本稿では，前者の観点で，理論的知識ではなく，実際の教師が

構想した授業デザインのモデル化に適用し，個々の授業デザイ

ンから汎用性があり有用性が高い指導方法を経験的知識として

抽出することに関して考察する． 

2.2 授業デザインと学習・教授シナリオモデル 
本研究では，教師の頭の中にある授業デザインを学習・教授

シナリオモデルとして記述することで，学習指導案では欠落しや

すい設計原理や教育的意図を明確にし，情報システムによる処
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図 1 学習指導案の例（一部） 

 学習項目・学習内容 指導上の留意点 評価（◆）評価方法（○） 形態

導

入 
10
分 

(a) 

「関東地方における府中市の位置を確

認しよう。」(b) 
・関東地方における府中市の位置を地

図帳で確認し(b’)、その位置を言葉で

表現する(c)。 

 
 
・相対的な位置表現を活用させて、南

関東の中央部、東京都の郊外などに

位置することに気づかせる。 

 
 
◆地図を活用して関東地方における府

中市の位置を読み取ることができる

か。【資】 
○発言・ﾜｰｸｼｰﾄ 

個
人 

理を可能にすることを目指している．学習指導案は単元（数回

の授業で構成）の狙いと学習目標，進行計画，そして単元内の

一つの授業（本時の授業とよばれる）についての目標，授業の

流れなどを記述したものである．学習指導案の具体例として本

研究で扱ったものの一部を図 1 に示す．これは本時の授業の

流れの一部分である．学習指導案全体としては A4 用紙 4 枚程

度にまとめられ，内訳としては単元の記述と本時の授業の記述

がそれぞれ半分ずつくらいである．これが作成者自身の構想の

整理や他の教師との授業デザインの共有媒体として働く．しか

し，前述したような分量の制限やそもそもの思考の外化の難しさ

によって授業デザインの一部しか表現できないという問題もある．

このような学習指導案の欠点を補完するものとして，本研究では

学習・教授シナリオモデルを位置づける． 
図 1 に示した授業の流れをその背後にある設計原理や教育

意図を含めてモデル化したものが図 2 である．この二つを対応

づけて，上記の学習指導案では欠落しやすい授業デザインの

設計原理が学習・教授シナリオモデルでどのように記述される

かを説明する． 
図 1 に示しているのは，授業の最初の導入部分の学習指導

案における記述である．そして，図 2 に示すモデルの中で，図

1 の記述と直接的に対応するのは図中の点線で囲まれた(a)～

(c)の部分である．残りの部分は学習指導案や実施された授業

の観察により筆者らが推定して追加したものである．学習指導

案では，授業の導入（図 1(a)）として，学習者に問いかけ（図 1(b, 
b’)），言葉で表現させている（図 1(c)）．これらの具体的な行為

の意図が学習・教授シナリオモデルでは，図 2(b)，(c)に示すイ

ベントとして表されている．つまり，対象を認識させ（図 2(b)），外

化させている（図 2(c)）．そして，これらと図 2(a)のイベントをつな

ぐ図 2(d)～(i)のイベントが学習指導案には記述されていない意

図を表す．これを下から説明していくと，図 2(b)，(c)の二つは

「関心を高める」（図 2(d)）ために行われていると考えられる．さら

に，これと「目標を認識させる」（図 2(e)）ことを合わせることで，

動機付け（図 2(f)）していると考えられる．最終的に，この動機付

けと前回までの学習内容を思い出させて関連付ける（図 2(g)）こ

とと合わせることで，授業の導入（図 2(a)）になっていると考えら

れる．このように，学習・教授シナリオモデルとして記述すること

によって，設計原理や教育的意図をより明確に記述することが

できる． 
これまで本研究で扱った学習指導案は図 1 に示した例のよう

にシンプルに書かれており，その設計原理や教育的意図が明

確ではなかった．もちろん，分量の制約のために意図的に記述

されないこともその理由の一つと考えられる．しかし，授業デザ

インについて作成した教師自身が振り返ったり，他の教師と共

有するためには，学習指導案の背後にある暗黙的な情報が重

要となる．そのような暗黙的な情報を引き出すためのツールとし

て，本研究では学習・教授シナリオモデルを位置づけている． 

学習・教授イベント
（ノード）
• 教授行為
• 学習行為
• 状態変化
で構成される

方式（リンク）
上部のイベントと
下部のイベントの
分解・達成関係

授業の流れ

(d)

(c)

(e)

(g)

(b)

(a)

(f)

* 教授行為
* 学習行為
* 状態変化（最終状態）

学習・教授イベント

マクロ
I_L イベント

マイクロ
I_L イベントマイクロ

I_L イベント

マイクロ
I_L イベント

方式達成 分解

マクロ
I_L イベント

マイクロ
I_L イベントマイクロ

I_L イベント

マイクロ
I_L イベント

方式達成 分解

凡例

 
図 2 学習・教授シナリオモデルの例（一部） 

本研究の主張は，前述したように，学習指導案を置き換える

ものではなく，学習・教授シナリオモデルをそのギャップを補完

するものである．そして，すべての教師に対して共有を円滑に

することを促進し，データ化して計算機処理することを可能にす

ることを目指している．教師による共有については，例えば，初

任者は実践的な前提知識が乏しいことやコミュニティが違うと常

識にも違いが生じることも考えられる．従来は暗黙的に共有され

てきたこれらの情報を学習・教授シナリオモデルとして記録する

ことで補うことで支援する．また，計算機処理については，授業

シナリオを設計原理や教育意図を含めてデータ化することで学

習指導案のみでは難しかったシナリオの分析や比較が容易に

なる．本研究では，現場の教師が持つ経験的な知識を抽出す

るための技術とその運用を現場と連携して確立することを目指

して研究を進めている． 

3. 学習・教授シナリオモデルを用いた授業デザイ
ンの分析 

本節では，本研究で作成した学習・教授シナリオモデルによ

る授業デザインの分析結果と，それに対する教師の意見につい

て述べる．このモデルの元になったものは，都中社研の活動の

中で作成し授業が実施された学習指導案である．それを元に

筆者が作成した学習・教授シナリオモデルを使って，都中社研

のメンバーに授業デザインの分析結果やモデル上で想定でき

る改善案を提示し，学習・教授シナリオモデルの有用性に関す
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る議論を行った．これまでモデル化したものは 4 個と事例として

はまだ少ないが，そこから得られた経験的知識の抽出に向けて

の知見について以下に述べる． 
ここで学習指導案を作成した教師がモデル化をせずに筆者

が行った理由は，まずは学習・教授シナリオモデル自体が現場

の教師に対して有用であることを示すためである．先行調査[林 

2010]において，有用性があることは示唆されたが，現場の教師

自身が学習・教授シナリオモデルを作成することはかなり難しい

ことも分かった．従って，筆者らがモデル化して，それを提示す

ることで現場の教師にその有効性を認識してもらうことを目指し

た． 

3.1 授業デザインの構成分析 
学習・教授シナリオモデルの記述において OMNIBUS オント

ロジーで定義している状態や行為の概念定義を用いることのメ

リットは，表記の揺れや記述の不足を解消することと概念の抽象

度を操作することで，共通の基盤の上で比較できるようにするこ

とである． 
図 3 は，都中社研の教師による学習指導案を元に作成した

学習・教授シナリオモデルの全体像と分析結果の一例を示して

いる．このモデルは一つの授業全体を示しており，ノードとリンク

がそれぞれ 2.1 節で紹介した学習・教授イベントと方式を表して

いる．左から右に授業の進行が示され，最下層のそれぞれのノ

ードが教師と学習者の実際の活動一つ一つを表す．例えば，

教師が話しかける，教材を見せる，学習者が発言するといったこ

とである．リーフからルートにつながる階層構造は，それらの具

体的な活動の設計原理や教育的意図を表しており，様々なグ

レインサイズや抽象度で授業デザインを階層化している．例え

ば，上から 2 段目の階層は学習指導案に記述されている授業

の大まかな構造である「導入」「展開」「まとめ」という 3 つのパー

トに対応している． 
分析については，学習・教授シナリオモデルのレイヤ分け[林 

2009b]に沿って 2 つの観点で行った．一つは教師と学習者のイ

ンタラクションの分類で，もう一つは教育意図として学習目標の

分類である．特に後者は，学習指導要領にある学習目標の分

類を OMNIBUS オントロジーで定義している学習者の状態に対

応付けることで授業デザインバランスを分析している．図 3(a)で
はその分類を学習・教授シナリオモデル上にマッピングしており

図 3(b)では教師と学習者のコミュニケーションタイプについて全

体的な傾向を定量的にグラフで表している．このグラフとモデル

上でのマッピングの結果から，例えば，この授業デザインはコミ

ュニケーションタイプについて全体の分布はバランスがとれてお

り，シナリオの流れの中でもどれか一つのタイプに偏らずに教師

と学習者の間での双方向のコミュニケーションを取り入れようとし

ているのが分かる． 
このような分析が可能になることで，構想している学習・教授

シナリオ自体の妥当性といった内容的な問題や，学習・教授シ

ナリオから学習指導案へと表現したときに発生するギャップなど

を検出することに有効であるとの肯定的な意見を都中社研のメ

ンバーからもらった．このように，学習・教授シナリオモデルを作

成することにより，従来の学習指導案だけの場合と比べて，授

業デザインの概要を掴みやすくなり，授業デザインの洗練や共

有・再利用に貢献することが期待される． 

3.2 方式による学習指導方略の分析 
授業デザインを学習・教授シナリオモデルとして記述すること

のもう一つのメリットは，その設計原理や教育的意図を整理し，

代替案と合わせて記録できることにある．学習・教授シナリオモ

デルでは，学習・教授イベントと方式という概念の分離によって

学習目標とその実現手法・原理を分離して扱うことができる．例

えば，学習者に自分の誤りを認識させるために，教師が直接的

に誤っていると伝えることも，教師が間接的に示唆して学習者に

気づかせることもできる．前者は認知主義的な手法でその場で

の効果は高いが内省能力育成には弱く，後者は構成主義的な

手法で逆にその場での効果は低いかもしれないが内省能力育

成には効果的である．このように同じことを実現するにも複数の

手法があり，指導方針によって適したものが異なる．実現手法と

その原理を方式として整理することで，授業デザインとして最終

的に選択されたものだけではなく，その他の可能性とその中か

らの選択の理由をより明確にすることができる．これについても

都中社研の教師の協力を得て代替案の検討を行った． 
図 4 は学習・教授シナリオモデルを利用して代替案を検討し

た一例を示している．(a)と(b)で構成される目標の分解構造が学

習指導案に記述されていた内容であり，学習者に自分の考えを

整理させるために，教師が代表的な考え方を選択肢として提示

し，そこから学習者に選択させるという学習・教授プロセスが設

定されている．それをモデル化の際には，このような 2 段の方式

として分けて記述することで代替案を作るときの観点が明示化さ

れた．まず一つは考えを整理させるために選択肢を考慮させる

かどうかということ（図 4(a)と(a’)），もう一つは選択肢を考慮する

としたときに，その選択肢を教師が提供するか，学習者に考えさ

せるかということ（図 4(b)と(b’)）である． 
ここで注目すべきは，本研究ではこのような違いを方式として

抽象化することである．個々の指導法を他の授業でも利用でき

る指導方法を個々の授業デザインの中の記述に留めておくの

ではなく，抽象化することによって他の授業デザインについても

教育意図

コミュニ
ケーション
タイプ

具体行為

単元の評価基準の視点によるイベントの分類

社会事象への関心・意欲・態度 社会事象の知識・理解

社会的な思考・判断 社会的な表現

単元の評価基準の視点によるイベントの分類 コミュニケーションタイプによる分類
社会事象への関心・意欲・態度 社会事象の知識・理解

社会的な思考・判断 社会的な表現
情報を伝える 質問する

行為（思考および動作）をさせる

コミュニケーションタイプによる分類

情報を伝える 質問する

行為（思考および動作）をさせる

 
図 3 学習・教授シナリオモデルの全体像と分析結果 
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再利用できるようにする．そして，そ

の背景情報を合わせて蓄積すること

で，原理に基づいた共有・再利用が

可能になる．例えば，図 4(b)と(b’)
の方式の違いは，前者は選択肢の

設定と比較という認知的枠組みを与

える初歩的な段階で有効で，後者

はそれを身につけさせた上で実践

させるというより進んだ段階で有効

であるといった情報である． 
実際，筆者がこのモデルを元の

学習指導案を作成した教師とは異

なる都中社研の教師に見せてプロ

セスだけを説明したところ，学習指

導案の作成者はよく図 4(a)(b)の方

式で授業を実施しているが，自分が

よく実施しているのは図 4(a)(b’)の方であると主張し，それを上

記の理由で説明した．また，このようなモデル化と分析に対する

コメントとして，このような指導方法の違いは各教師の特性として

認識していたが，違いを明確にしたことは無く，これによって

個々の授業のレベルではなく各教師の特徴というレベルで指導

法の違いを解釈できるという意見があった．また，コミュニティ内

で推奨する指導法を普及させ，各教師が自分の指導法との違

いを明確にするのに役立つのではないかという肯定的な意見も

あった． 

4. おわりに 
本稿では，実際の教師による授業デザインをモデル化した事

例を通じて，実践現場からの経験的知識抽出に向けた試みに

ついて述べた．現時点ではまだ事例が少ないため，この結果の

一般性を示すことはできないが，授業デザインを学習・教授シ

ナリオモデルとして記述することで，3.2 節の最後に述べたよう

に，個々の授業デザインから汎用性が高く有用な指導法を方式

として抽象化した形で抽出して経験的知識として蓄積できること

が示唆される結果が得られた． 
また，現場の教師からは，OMNIBUS オントロジーの構築に

おいて筆者らがまず提案してきた理論的な知識の整理・活用よ

りは，優秀な教師の指導法や都中社研のようなコミュニティで蓄

積されている指導法をその原理を明確にした上で整理・活用で

きることが求められ，本研究で提案する方式という形でそれらを

蓄積することが有用であるという意見も聞かれた．OMNIBUS オ

ントロジーをそのような実践を通じた知識の共有基盤として発展

させていきたいと考えている． 
しかし，現状の OMNIBUS と SMARTIES では，現場の教師

が自分自身で経験的知識を抽出し共有できるようになることは

難しい．この実践においても，モデルの形式を理解してもらうの

に時間を要していることに加え，各教師が授業の設計時に習慣

的で暗黙的な意志決定を行っていることが多く，理由を明確に

述べることが難しい点も挙げられる．よって，今後はオーサリン

グシステムの利用しやすさとメタ認知[茅島 2008]の観点からの

認知負荷の軽減の 2 つの観点で支援を検討していきたい．前

者については，SMARTIES のユーザインタフェースの改良だけ

ではなく，コミュニティ内でそれを運用するための体制作りも重

要となる．後者については，授業デザイン作成における内省を

深め，思考を外化し改善していくための支援機能について検討

する． 
さらなる目標としては，知識の共有範囲の拡大を目指す．現

状では，教師の研究コミュニティの多くは都中社研のような単一

教科の教師のコミュニティである．さらに，社会科の中でさえも

地理・歴史・公民のそれぞれで分科会があり，実質的には独自

に指導方法が検討している．しかし，筆者らがこの実践を経て

得た感触は，学習対象とするドメイン知識が異なるが，指導方

法については共有できるものとそうではないものがあると考えら

れることである．これについては研究指定校では学校単位で異

教科間での教師の交流が行われており，そのような場も実践の

フィールドとして検討していくことによって，実証的に検証してい

きたいと考えている． 
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図 4 学習・教授シナリオモデル上での代替案の整理 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


